
世界小児がん啓発キャンペーン

Gold September 2025 in 和歌山

2025年9月28日 (日)  14:00～15:15

紀三井寺境内、松下講堂にて
小児がんの入院生活は6か月から1年間の長期入院になります．
子どもたちの頑張りだけでなくご家族の頑張りを知ってもらうため「付き添い
家族の支援」が今年のテーマです．

（講演1） 「“付き添い”を経験し、私が今やりたいこと」 鈴木 寿美 さん

（講演2） 「入院中の子どもに付き添う家族の現状と、私たちにできること
〜ひとりの付き添いを、みんなの寄り添いに〜」

認定NPO法人キープ・スマイリング理事長 光原 ゆき さん

「Gold September 2025 in 和歌山」が無事終了致しました．
講演会に100名余りのご参加をいただき本当にありがとう
ございました．皆さまのお陰で素敵な講演会となりました
ことを感謝申し上げます．少子化に直面する和歌山県の小児
医療に“付き添い”問題は避けて通れない未解決課題であるこ
とを再認識する大切な時間を過ごすことができました．

2026年も新たなテーマのもと小児がんの情報発信を続けます．
乞うご期待、です．今後とも応援宜しくお願い致します．
（和歌山県立医科大学小児科、血液・腫瘍グループ、神波信次）



大きなゴールドリボン、見て頂けましたか？

講演会風景：紀三井寺松下講堂
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